Recurrence of upper urinary tract calculi by 三橋, 慎一 et al.
Title上部尿路結石の再発について
Author(s)三橋, 慎一; 日景, 高志; 川村, 健二; 桝鏡, 年清; 松崎, 章










三橋 慎一,日 景 高志,川 村 健二
桝 鏡 年 清,松 崎 章
RECURRENCE OF UPPER URINARY TRACT CALCULI
Shinichi  MITSUHASHI, Takashi HIKAGE, Kenji KAWAMURA, 
     Toshikiyo MASUKAGAMI and Akira MATSUZAKI 
   From the Department of Urology, Tokyo KoseiNenkin Hospital 
                (Present Chief: T. Hikage) 
            (Chief at the the study: S. Mitsuhashi)
   Treatment of upper urinary tract stones has changed greatly. The recurrence of calculi after 
the discharge was studied in the 634 patients with urolithiasis admitted to our department during 
the 9 years up to the end of 1984. The recurrence rate in the 325 cases followed for more than 3 
months after the disappearance of the original stones, was 15.6% after 2 years, 27.6% after 5 year 
and 51.4% after 8 years. 
   In recurrent stone formers, the rate of recurrence thereafter was greater than that of primary 
stone formers. The growth of calculi was rapid in the renal stone former concomitant with urina-
ry tract infection together with a past history of renal surgery. In relation to the composition of 
the stone, uric acid calculi tended to recur more often than calculi composed of other substan-
ces. In view of recurrence, pyelolithotomy is prefered to renal parenchymal incision. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 34: 1549-1555, 1988)
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手 術 白排確認 自排推定 放 置
52 79 27 45
右
251
左冨 両 側左 右 別 59




堕Ca・Ox偽Ph塾 尿 酸Str 他 不 明
結石成分142 232 12 18 4 37 189
105/mt≦ tos/認〉 不 明
尿 中菌数 入院時30退 院時35入院時563退院時274入院時41退 院時325
Table2.全再 発 率一1一
()内 は突効編本敷




























2)単 発 ・多 発 と再 発 率
今 回,初 発 で結 石1個 の もの を 単発 と し,そ れ 以外
を 多発 と した 時,再 発 率 は1年 で 単 発 が4.4±L4%に
対 し多発 は10.1±2.8%,3年で夫 々15.0±2.8%vs
26.5±4.5%,5年で22.2±3,8%vs34.7±5.4%と
明 らか に差 が 認 め ら れ た(Table3).そ して 多発群
を 初 発 多発,再 発 単 発,再 発 多 発 に分 け るど その差
は 後 二者 に よる所 が 大 で あ った,な お これ らの平均追
及 期 間 は,単 発 群223例で45.2ヵ月,再 発群129例で
35.2ヵ月 で あ り,再 発 例 の 同側,他 側,両 側,不 明は
夫 々前 者 で23,11,5,3例,後 者 で24,8,2,6
例 で あ った.
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Table3.全再 発 率 一2一
(}内 は輿効標本数


































































3)尿 路 感染 と再 発
Table1のごと く,入 院 時尿 中 細菌 数1051ml以上
の もの30例,未 満 の も の563例,不 明41例に対 し,退
院時 は各 々35,274,325例で,後 老 では 検査 の脱 落 が
過半 数を 占めた が,検 査 施 行例 に つ いて い えば,入 院
時菌 数1051ml以上 の ものが5.1%に 比 し,退 院 時 は
11.3%とな るが,こ れ はP<0.005の有 意 差 で尿 路 感
染の激 増 を示 す成 績 であ る.し か し再 発 調 査 の対 象 と
な った ものは 退 院 時菌 数los/ml以上 の15例と,そ れ
以下 の190例で あ り,そ の再 発率 はTable3の ご と
くほ とん ど差 が な か った.な お,再 発 とは 異 な るが,
腎 結石 の成 長 と 尿 路 感 染 の 関 係に つ い て調 査 し た
(Table4).菌数1051m1以上 の ものは 明 ら か に結 石
の成長 が大 で あ り,こ とに腎 手術 既 往 の あ る もの では
著 し く大 であ った.こ れ ら成長 結 石 の成 分 に 就 いて は
大 部分 が 不 明 であ り,ま た 尿 中菌 数1051ml以上 の例
の菌種 につ い て も区 々で あ った.
4)結 石 成分 と再 発
(1)Ca-Ox:87例に つ い て再 発 調 査 を 施 行 した.
Table5に示 す ご と く1年6.2±2.7%,3年15.1±
4.2%,5年36.4±7.4%,7年39.8±7.7%の再 発 率
と計 算 され た.
(2)Ca-OxとCa・Ph混合結 石 ●成分 と して は 最
多の 群 であ り,そ の再 発 率 も略Ca-Oxと 同様 の値 を
示 した.
(3)Ca含有Ox含 有,Ph含 有 各 群=い ずれ も
Table5に示 す ご と く上 記 と 略 同 様 の再 発 率 で あ っ
た.
(4)Ca非 含有 群:こ の13例中7例 は 尿酸 結 石 で あ
り,13例の再 発率 は3年 で33.7±16.3%,尿酸 結石 で
は 同 じ く54.3±22.4%と短 期 間 内 での再 発が 多 い傾 向
力;うカ、カミわれ た.
(5)燐酸 ア ンモ ニ ウ ムマ グネ シウ ム(以 下Str)含
有 群:純 粋 のStr結 石 は3例 の みな の で,Str含有 群
と して一 括 した が,そ れ で も19例と少 な い.そ して3
例 の再 発 例 のす ぺて が 追及6ヵ 月 ま での 極 め て早期 の
再 発 で あ った.
⑥ 附.珊 瑚 状結 石 の遺 残 と再 発:16例 の珊 瑚 状 結
石 の うち14例に 手術 を 施 行 し,取 り残 し(以 下 遺 残)
結 石 は3例 に認 め られ た.そ の術 式 は,腎 切 半8例 中
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Table5.結石 成分 と再 発率
{)内 は突効裾本数





















Table6.処置 と再 発 率
()内 は震動編本数
迫及期閻(年) 1 2 3 4 5 6 7 8
腎 摘 除7,7±7.48.4士10.48.4土TO.48.4圭10.4S.4土10,48.仕10.48.4土10.48 ±IO.4
14例(14)(12)(9)(8)(8)〔8)(7}(4)




腎 霊 切 石4,2士4.14.2士4.110.2±7,016.1±8,716.1±8.7as8 10.734.7土13.T34.7士13.7
24例(23)㈹(15}(14)(12)(ll)(7)(4}
腎醐 縣2・ 出 ・25・2土3・6S・ti5・012.8±6.212.8±S,212.S±S.225.3±9.750.2,L16.S
44例 ㈹(28)(24)㈹(冊)(14)(9}(5)
尿 管 切 石3.7±1.811.6±4.217.6±4.219,6±4,528.4±6342.1±8.8紛.5土9.969.1±17.1
119例 ㈹(78)(5t)(39)(鋤 ㈹ ω(4)
購 聴10・ 出 ・218赴4・424・出332.出.238肚6 .9範,吐7』59.吐8.876肚m.8
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